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1 はじめに

Web 情報システムを開発する際, CGI(Common Gate-
way Interface), JSP(Java Server Pages)や JavaScript
などの Web 技術を用いることが多い [3]. また,
XOOPS[1]のような CMS(Contents Management Sys-
tem) を用いて Web 情報システムを開発する場合もあ
る. CMS とは, テキストや画像などを保存・管理して,
Web情報システムを構築・編集するためのシステムであ
る [2]. これらを用いることで様々な用途にあったWeb
情報システムが開発できる. しかし, Web情報システム
を開発する際, どのWeb 技術が適しているか明確でな
い. Web情報システムを運用する際, Web技術の知識が
必要なことが多いが, 実際の管理者はWeb 技術の知識
を持たない場合がある.
本研究の目的は, これらの問題を解決するために, ある
テニススクールの Web 情報システムを例にして CGI
や JavaScriptなどのWeb技術と CMSを組み合わせて
Web 情報システムを開発する際の設計方法や実現方法
を明確にすることである. これらをふまえてWeb 技術
の知識がない場合でも運用できるシステムの構築方法を
提案する.
本研究で対象とするテニススクールのWeb 情報システ
ムでは, ユーザは一般ユーザ, スクール生, スタッフにわ
けられ, 各ユーザに対して異なる情報を提供する. 本研
究で明確となった設計方法, 実現方法, 運用方法は,同じ
様な特徴を持つ商店や中小企業のWeb 情報システムに
も適用できると考える. 本研究は以下の手順で進める.

• Web情報システムの事例研究
• Web情報システムの実現に関する考察

2 事例研究

あるテニススクールのWeb情報システムを事例にする.
2.1 システムの概要
Web 情報システムのアクセス対象のユーザを一般ユー
ザ, スクール生, スタッフの 3通りとする.
各ユーザのWeb情報システムに対する操作を図 1に示
す. スクール情報は, テニススクール紹介やレッスンカ
リキュラムなどの誰でも参照できる情報である. プライ
ベート情報は, メンバ共通ページと個人情報ページであ
る. メンバ共通ページは, 詳細なイベント情報や日記で
あり, 個人情報ページは, 自分のカリキュラム受講履歴
やイベントの参加状況などである.
このシステムではさらにイベント情報をスクール生に
メイルで送信する. テニスの大会の受付締め切り日１週
間前というような指定された期日に送信する. イベント
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図 1 各ユーザの操作表

情報には優先度があり, それをもとにメイルを送信する.
優先度は大会の大きさによって異なる. イベント情報に
は, イベントの日程, 名称, 優先度の情報が必要である.
優先度をもとにして定期的にイベント情報を確認してメ
イルを送信する必要がある.
2.2 Web情報システムのページの分類
Webページは以下の 4通りに分類できる.

• ユーザ入力がなく, 頻繁に更新しないページ
• ユーザ入力がなく, 頻繁に更新するページ
• ユーザ入力があり, 頻繁に更新しないページ
• ユーザ入力があり, 頻繁に更新するページ

ユーザ入力がなく頻繁に更新しないページは, スクール
紹介や地図などである. これらのページは 1度作成すれ
ばほとんど更新しなくても良い.
ユーザ入力がなく頻繁に更新するページは, イベント情
報である. テニスの大会がある度に更新される.
ユーザ入力があり頻繁に更新しないページは, アンケー
ト・レベルチェックと問い合わせなどがある. アンケー
ト・レベルチェックは, 質問に解答することで自分のテ
ニスのレベルを知ることができる. 問い合わせは, テニ
ススクールに対する送信フォームがあり, 件名や質問内
容を送信できる.
ユーザ入力があり頻繁に更新するページは, メンバ共通
ページと個人情報ページがある. これらのページのデー
タは, Web情報システムが管理する. それぞれのデータ
に対する情報入力があり, データの更新によりページが
更新される.

3 設計と実現

2節で説明した仕様を基にして開発する際, Web技術を
組み合わせるよりも CMSを用いて管理するほうが容易
であると考える. それぞれの設計・実現方法を比較する.
3.1 Web技術による設計と実現
ユーザ入力がなく頻繁に更新しないページとユーザ入力
がなく頻繁に更新するページは, HTMLエディタで作成
できる.
ユーザ入力がなく頻繁に更新しないページは, ページに
応じた内容を作成しておけば内容に変更がない限り変更



しなくて良い. ユーザ入力がなく頻繁に更新するページ
は, HTMLエディタで更新するか CGIを用いてページ
を更新する.
ユーザ入力があり頻繁に更新しないページは, ユーザ入
力に応じたページをWeb 技術で作成しておけば内容に
変更がない限り変更しなくて良い. 例えば, アンケート・
レベルチェックは, ユーザ側だけの処理であると考えら
れるので, Web サーバと通信することなく実行できる
JavaScript で実現すればよいと考える. 問い合わせは,
件名, 内容を送信したり, 返事を送ったかを調べるため
に, CGI を用いることが望ましい. 送信前に JavaScript
で必須事項の入力チェックで CGI の実行エラーを軽減
できる.
ユーザ入力があり頻繁に更新するページは, ユーザ入力
に応じたページをWeb 技術で作成して, ユーザ入力が
ある度に更新する. これらページには, CGIや JSPを用
いることが望ましい.
メンバ共通ページと個人情報ページは, 特定のユーザだ
けが閲覧できるようにしなければならないのでアクセス
制御が必要である. CGIなどを使ってユーザ認証プログ
ラムを実現しなければならない.
3.2 XOOPSによる設計と実現
XOOPS とは, テキストや画像などのコンテンツを用
意するだけで Web 情報システムを構築と編集できる,
CMSのひとつである [1]. モジュールにより機能拡張で
き, モジュールを組み合わせることでWeb 情報システ
ムを実現できる. どのモジュールをどのページに使用す
るのかを提案する.
ユーザ入力があり頻繁に更新しないページとユーザ入
力がなく頻繁に更新しないページには, TinyDモジュー
ルを使う. TinyDは, 管理者が自由なフォーマットで独
自のページを作成することができる. 一般ユーザの閲覧
ページに使用するのが望ましい.
ユーザ入力がなく頻繁に更新するページには, News モ
ジュールを使う. News は, Web 情報システムの新着情
報を提供することができる. ユーザに知らせたい情報を
知らせることができる.
ユーザ入力かあり頻繁に更新するページには, piCal モ
ジュールと weBLog モジュールを使う. piCal は, スケ
ジュールを記録できるカレンダである. 個人情報ページ
では, カレンダにカリキュラム受講履歴やイベントの参
加状況を書き込むことができる. weBLogは, Blogを開
設することができる. Blogは, ユーザ入力がなく頻繁に
更新しないページ使用することができる. Blogは日記専
用とし, メンバ共通ページに使用するのが望ましい.
アクセス制御は, XOOPSの基本機能として組み込まれ
ている.
3.3 まとめ
Web 技術による実現は, Web 技術を組み合わせて実現
するので管理の手間が大きく, ページの更新方法も異な
るので統一性にかけると考えられる. XOOPSを用いる
場合, Web 技術の知識がなくてもWeb 情報システムを

開発・運用でき, ページ更新方法も同じなので統一性が
あるので管理者の負担を減ると考えられる. したがって,
Web 技術を用いるよりも XOOPS を用いる方が開発・
運用が容易であると考えられる. 各ページの対応表を図
2に示す.
Web情報システムは, ユーザの要求に対して応答するシ
ステムなので, メイル送信システムの開発は難しい.
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図 2 各ページの対応表

4 考察

メイル送信システムの開発について考察する. メイル送
信システムは, イベント登録処理とメイル送信処理の 2
つに分けられる. イベント登録処理は, イベント情報の
登録を行う. イベント登録処理は, XOOPS モジュール
による開発と専用のアプリケーション開発の 2通り考え
られる. 専用のアプリケーション開発の場合, 管理者は
管理に伴いアプリケーションでの登録方法を覚えなけれ
ばならないので XOOPS モジュールにより開発するほ
うが良い. メイル送信システムの構成を図 3に示す.
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図 3 メイル送信システムの構成図

5 おわりに

本研究では, テニススクールを事例にしてWeb 情報シ
ステムの設計方法や実現方法および実現に関する考察を
した. 今後の課題として, テニススクールのWeb情報シ
ステムを実現して, 実際に運用・管理し, 本提案の有効性
の評価を行う.
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